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　筆者は1963年７月下旬高知県西部東津野村を経て同地の大引割峠，天狗高原の植生の概況を知る
機会を得たのでここに大引割峠の大引割ならびに小引割の両者を含む地帯の植生を記す．両者の存
在する大引割峠は高知県東津野村と仁淀村との境にある峠にして，この地方は四万十川・仁淀川の
分水地点に当り，その西方は近時四国カルストと呼ばれている天狗高原や大野ケ原に連り石灰岩山
地であり，その東方は爪形山に臨むところである．
　大引割峠一帯の地質構造は極めて複雑で且つ錯乱された摺曲をもつ地域である．大引割のある部
分は大引割峠北方の嶺で峠道より約150mの距離にある砂岩・粘板岩層からなる窪地から約60m北
方にあり，それから･さらに約30m北方に小引割の亀裂がある．両者に平行に東西に走る亀裂(crack)
にして，赤色砿岩(Red chert)中に存在する．筆者は両者を含む地域（図1, 2)を主とする植生
を視察した．なおその北方はPI. n
の３の如き急断崖をなして諸所に岩
上植物がうかがわれた．この地帯の
地質学的成因や構成については既に
永井（1）や平田（2）の調査研究かお
る．
　四国の畑山，笹が峯，石鎚山の植
物生態研究により，その亜高山帯森
林植生に関しては1959年山中（3）は
1,700～1, 800m以上が亜高山帯には
いる旨報告されているところである
が，大引割ならびに小引割の存在す
る位置標高は約1,116～1,118mのと
ころにあり，高度からみても亜高山
帯よりはるかに低い位置にある．大
引割地帯では植物地理的に石鎚山や
畑山の大約同じ高度すなわち1,000
m附近の植生の因子とやや似た植生
が見られた．なお氏（4）が「地形的
に急傾斜の岩石地などでは垂直水分
にある程度の差があらわれ，かよう
な場所では亜高山帯の森林か多少下
降して行く傾向があるようである」
と考察されたが，筆者も今回の調査
　（詳細なものは後日に行うが）でも
Fig. 1　The positionof Ohikiwari Pass.
Fig. 2、The Sketch-map (from Ｓ. HlRATAs') of O】likiwari.
　　　（1）
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大引割，小引割の北方の岩壁下でも認められた．大引割附近では割合に，Ｐａｒａｂｅｎｚｏｉｎ tｒilob田71，
Ｑｕｅｒｃｕｓ ｃｒiｓｐｕla，Ｃｌｅthｒａ ｂａｒｂｉｎｅ･，･･ｖiｓ, Ace？’ ｓp･, etc.　のdeciduous broad-leaved trees が
多く，この附近にはＴｓiigｔｔ Sieboldiiは少く極めて散生的である．この附近は次のものが多く生
育している. Ｐａｒａｂｅｎｘoii□ｒilobｕ)7i， Ｑｕｅｒｃｔｔｓ ｃｒiｓｐｕla， Cltｈｒａ ｂａｒhii･leｒｖiｓ,　Ａｃｅｒ ｉｎｉｃｒａ７ｉtlｔｍｎ．
Ａｃｅ･ｒ Ｓｉｅｂｏｌｄｉａｉｕｃｉｎ,Ｉｌｅｘ　ｐｅｎｄｕｆｉｃｕloｓａ，　lieエｃｒｅｎａｔａ．　Ｒｈｏ画面ｎｄｒｍｉ Ｍｅ£tｅｓnichii l. り夕icｕｊｊｉ．
μ．dilatａ£ｕｒｎ， Ｒ. ＊eiitａｌ>Ijｒｙl』ｎ． Ｐｉｅ）･iｓ ｉａｐｏｎｉｃａ， Ｍａ＾･ｎｏｌｉａ ｏｂびＵａは，
　以上の樹極のうちＭａｇｎｏｌｉａ ｏｂｗａtａは敬生的に見ら.れる．下生は・Ｓｔｔｓｔｔ ｎｉｐｐｏｎｉｃａの他ざむα
sp.　とsome pteridophytesが存在し特に記載すべきものが少いので省略する．
小引割の亀裂の周辺には特にＲ． Ｍｅttｅｎ庇証i l･ りｐｉｃｕni， Ｅｎｆｅｔ。ithｕｓ ｃｏリｉａｎｕlatｕｓがよく群
生しているか今冬季の雪害かはなはだしく見られた．下生にはＳｋｉｉｎｍｉａ Ｊａかｏｈｉｃａ．pteriphytes
が一面に繁生していた．其他は大引割の同様の樹極が見られた他に，次の植物が生育している．そ
れらをあぐれば　Ｍｃ'にieｓほかｃ･lはｎｄｒａ， Ｓｙｎｉｐｌｏｃｏｓ ａｒｇｔitｉｄｅｎｓｉ Abieｓ ｆｉｒ　ｍａ， Ｓ£ｅtｖａｒtia
ｒiioi･ｌａｄｅｌｂｈａ，少し離れた岩上にＯｒｃｈｉｓ ･ｒｕpeｓtｒiｓ, Ｐｌａtｘｉｎtｈｅｒａりｐｕｌｏｉｄｅｓ， Ｍａｉａｎ£ｌｉｅｎｕｉｍ
匁
　尚この地の下等植物については次のものが，あり地衣類の　Ｌｅｃ這ｅａ ａｌｂｏｃｏｅｒｉｄｅｓｃｅｎｓ, ｈｅｃｉｄｅａ
sp, Ｐｅｒ£ｕｆ,ａｒｉａ　Ｓｐ・Ａｎａｐりｃｈｉａ ｐｓｅむｉｄｏｓｐｅｃｉｏｓａ， Ｐｅｌｕｓａｒia ｓｏ， 　ｆｔ苔植物では　Ｆｒｕｌｌａｎｉａ
ｊんε,ぷtexta, etc　が多い．　　　　　　　　　　　　　　，
　なおＧｙｒｏｐｈｏｒｅ£ｕｉｎ ｃｓｃ?ｃｎはｅ(イワタケ群集)にはＰ・･ｍｅｌｉａ　ｓｐ, Ｕｉｃｒａｎｕin sp. が多数ま
ざっていることか山中，吉村(5)によって明かにさ･れた．
　なお筆者が得たMyxomycetesは次記の通りである．
　Ｃｅｒａ£ioinｙｘａ　fｒiUicｕloｓａ，　Ｃ. ｆｒｕticｕloｓａｖａｒ･かｏｒｉｏｄｅｓy　I）ｈｙｓａｒｕｎ･% ＾ｙｒｏｓｍｎ， Ｐ. 　ｍｅｌｌｅｕｍ，
p. nｕｉｙcliｓ，Ｐ．ｓｕｌｐｈｕｒ四肌，Ｉ）.　ｖiｒｄｅ-, Ｐ.　ｖiｒｉｄｅｖａｉ･ａμｍ・t£iuin,Ｆｕll ｇｏ ｓゆ£tea, Erioiｌｅｎｉａ
ａａ･ｒｅ&£Ｍｌ，　　Ｄｉｄｙmiｕ。ｌ ｍｃｌａｎａｓｐｅｒ・lm・ｎ， Ｓ tｅ。％ｏｎｏttiｓ ･ｆｅｒｕｇｉｎｅａ-, Ｓ. ｆｕｓｃａ.　　Ｓ. ｓｐｌｅｎｄ・IS，
Ｃｏｉｎａtｒｉｄｍ ｅｌｃｇａｉｉｓ， Ｃｒibｒａｒia intｉ･ｉｃａtａ， Ｌ)icりdiｕｍ　ｃａｎｃｅｌｌａt出社 ｖａｒ. ｆｕｓ ｃｕｍ，Ｔｉｉｂｉifera
ｓ£ゆｉｌａ£ａ，　Ｔｉ･ｉｃｈｉａ ｖａｒia. Ｈｅ。litｒ!ｃｈｉａ ｓｅｒｐｕla． Ａｒりｒｉａ ｃｉｎｅｒｅａ,　Ａ.　ｄｅｎｕ£ａtａ， Ａ.　ｕiｓieniｓ.
以上23極が見られた．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary
　1. As the result of writers inspection, the vegetation in Ohikiwari pass (Higashitsuno
in Kochi Pr.) made up of　the growing plants in lower zone than the subalpine vegetation
in Shikoku, Japan, and frequently .were mixed ･some (or- few) facters of the subalpine
vegetation under the complicated influences for configuration and climate in those places.
　2. As the ｏｕ山ne of vegetation in　Ohikiwari, the similar plants to the same places
where kept the altitude of 1000－1300 meters in Mt. Tsurugi CTokushima Pr. ) or Mt.
Ishidzuchi (Ehime Pr. ) were recognized.　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　(1963. Sept. 30
〜?????
　K. Nagai : The Ohikiwari crack (Mem. Ehime Univ. sec. II, D. Vol. 4, No. 1, 1960)
　S. HlRATA : 高知県高岡郡大引割峠の亀裂（高知県文化財調査報告, No. 12, 1962)
　T. Yamanaka : Studies on the Vegetation of Ml Ishidzuchi Shikoku. (Res. Rep. Kochi Uni＼･
Vol. 2, No. 14, 1953)
(4) T. Yamanaka : On the Subalpine Forest Vegetatiりn in Shikoku, Japan (Bot. Mag. Tokyo,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
土佐犬引割峠附近の植生について（柳田） 55
　Vol. 72, No. 849, 1959)
(5) T. YaMANAKA & I. YOSHIMURA : Distribution and Ecology of Umbilicariaceae in Shikoku,
　Japan (Bull. Fac. Education, Kochi Univ. No. 14, 1962)
(6) F. YanaGITA : Myxomycetes of Shikoku Districtin Japan. (Res. Rep. Kochi Uhiv. N. Sc.,
　No. 1, 1951)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅχplanation　of　Plates
PL. I　　1……Entrance to Ohikiwari crack and Kohikiwari crack.
　　　　　　　2……Vegetation near the entrance.
　　　　　　　3……ＴｉＪｉｏｄｏｄｅｎｄｒｏｎＭｅttｅｒnichii（f.りがａ戒〉and the other plants near Ohikiwari
　　　　　　　　　　　crack.
　　　　　　　4……Upper view （ａ small part) of the crack, pteridophytes and deciduous broad-leaved
　　　　　　　　　　　trees.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
PL. II　　1……Ｒｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏｎ}ＡｅｔtＲｖnichii（f.りpi ｃｕｍ) near Kohikiwari crack.
　　　　　　　2……Many deciduous trees in the northern part near the crack.
　　　　　　　3……Northeast-ward cliff, growing lithophytes and some Ｔｓlしｇａ-Sieboldii in the upper
　　　　　　　　　part･召ｄ?a sp.　in the lower part.
（３）
(昭和38年９月30日受理)
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